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教皇ベネディクト１
６世−特別インタ
ビュー

教皇ベネディクト16世は、８
月５日、カステルガンドル
フォで、バチカン放送局、バ
イエルン放送協会（ＡＲ
Ｄ）、ＺＤＦ、ドイチェ・ベ
レによる共同インタビューを
お受けになった。インタ
ビューの問答はドイツ語で行
なわれ、教皇はこの中で、今
年９月に控えたドイツ・バイ
エルン地方司牧訪問をはじ
め、キリスト教や、ご自身の
教皇職などについて、幅広く



語られた。その内容は以下の
とおり。

2006/09/06

問） 教皇様は９月にはドイツ、さら
に正確にはバイエルン地方を訪問さ
れる予定です。教皇様は故郷が懐か
しいのだという人々もいますが、今
回の訪問では特にどのようなテーマ
について、また「故郷」という価値
についてどのように話されるおつも
りですか。

答） もちろん今回の訪問は私自身が
望んだものです。それは自分が育っ
た場所を訪ねたり、私の人生の中で
出会った人々に会って感謝を表した
かったからです。当然、立場上、故
郷という範囲を超えて、普遍的な
メッセージをも述べるつもりです。
もっとも根本的なテーマは神、それ



もどのような神でもいいわけではな
く、人間の顔を持った神を再発見し
なければならないということです。
なぜなら私たちがイエス・キリスト
を見る時、神を見ることになるから
です。この事実から出発して、出会
いの道を家庭の中の異なる世代間
に、また異なる文化や民族の中に見
出していかなければなりません。ま
た、この世界における和解と共存の
道、そして未来に向かう道を同じよ
うに見つけなければなりません。未
来に向けてのこの道を私たちは上か
らの光を得なければ決して見出すこ
とはできないのです。特別なテーマ
を選ぶわけではなく、典礼に沿って
信仰についての根本的なメッセージ
を述べ、その中で今日的なテーマを
挿入しつつ、民族間の協力と和解と
平和への道を皆が模索する必要性を
説きたいと思います。

問） 教皇様は全世界の教会の責任者
です。しかし、今回の教皇様のドイ



ツ訪問は、多くの人の注意をドイツ
におけるカトリック信者たちの現状
に向けることになるでしょう。今ド
イツの教会は、自国から教皇が選出
されたこともあり、大変良い状態に
あると皆が言っています。もちろん
昔からの問題もまだ残っていること
と思います。たとえば実践信者や洗
礼数の減少、特に社会生活の対する
教会の影響力の減少の問題がありま
す。今日のドイツのカトリック教会
の現状を教皇様はどう見ておられま
すか。

答） まず、第一に私はドイツは西欧
世界に属しているのだと言いたいと
思います。今日の西欧世界には新た
な形の啓蒙主義と世俗化の波が大き
く押し寄せています。信じるという
ことがますます難しくなっていま
す。なぜなら、今私たちが生きてい
る世界は完全に人間自身が作ったも
ので、いわばこの世界にもう神が直
接に介入する場がもうないのだとい



えるくらいだからです。もう泉から
直接飲むのではなく、いっぱいに満
たされた器から水を飲むようなもの
で、万事がこの調子です。人間は自
分たちのためにこの世界を創り直
し、この世界の背後に神を見出すの
はますます困難になってしまいまし
た。この現象は何もドイツだけのも
のではありません、全世界に共通の
ものであり、特に西欧世界では顕著
な現象です。一方で、神に関する西
欧世界のあまりの冷たさに恐れをな
して、西欧自身が他の文化、特に宗
教的な源を持つ文化の強い影響を受
けています。様々の文化の交差する
場に今私たちは立っているのです。
西欧世界またはドイツに生きる人々
の心の奥底からはいつも新たに何か
「より偉大なもの」に対する要求が
再び湧き上がっています。若者たち
の間では常に「より以上」に対する
探求心が見られます。たとえそれが
不確定な一種の運動であったとして
も、ある意味では非常に宗教的な現



象も見られます。このような現象の
中で教会は再びその存在感を増して
います。信仰は一つの回答としてそ
の姿を示します。私は、今回の訪問
は、ケルン訪問と同様、信じるとい
うことは素晴らしいということ、普
遍的な大きな共同体の喜びは大きな
影響力を持ち、その後ろには何か非
常に重要なものがあるのだというこ
とを示すものとなると思っていま
す。

問） ちょうど一年前、教皇様はケル
ンで若者たちとの出会いに参加され
ました。きっと教皇様ご自身も、若
者たちが非常に開かれた心を持って
いることにお気づきになったことと
思います。教皇様もケルンでは若者
たちから大歓迎を受けました。今回
の訪問でも若者たちのために特別な
メッセージをお持ちになりますか。

答） 共にいたい、信仰の中に共に留
まりたい、何か良いことをしたい、



という若者たちがいるのを私は大変
うれしく思っています。多くのボラ
ンティア活動を見るだけでもわかる
ように、若者たちの間で善行に開か
れた心構えは非常に強いものです。
この世界の中で必要に迫られている
人々のために自分自身を捧げたいと
いう心構えは大変偉大なことです。
まず、第一にすべきことは「前進し
なさい」と励ますことです。善をす
る機会を探しなさい。世界はこの意
思をこの奉仕を必要としています。
また次のことも特に必要でしょう。
決定する勇気をもつことです。若者
たちは大きな寛大さを持っていま
す。しかし、同時に、結婚生活にせ
よ司祭職を選ぶにせよ、その全生涯
を左右する大きな賭けを目の前にし
て恐れを感じることもあります。世
界は絶えず動いています。どうなる
かわからない将来に向けて私の一生
を全部捧げ尽くせるものなのか、自
分の自由を自分で縛ってしまうこと
にはならないだろうか、もう自由に



動けなくなってしまうのではないだ
ろうか、などという心配が起こりう
るのです。あえて決断する勇気を目
覚めさせることが必要です。事実、
この決断だけが成長を可能にし、前
進させ、人生において何か偉大なこ
とを実現させることができるので
す。また、この決断だけが自由を破
壊することなしに、かえって正しい
方向性を与えるものなのです。いわ
ば決断へのこの飛躍を覚醒するこ
と、それによって人生を実現するこ
と、このことを若者たちに伝達でき
たら、それは私にとって大きな喜び
です。

問） 政治問題について質問します。
この数週間、中東における平和への
希望はますます小さくなってきてい
ます。現状において聖座に何ができ
るとお思いになりますか。中東問題
改善のためにどんな積極的な影響力
を持つことができるでしょうか。



答） もちろん、私たちにはいかなる
政治的な可能性もありません。また
政治力を持つことを望んでもいませ
ん。私たちはキリスト教徒たちや、
聖座の言葉に耳を貸そうとするすべ
ての人々に、戦争は問題解決の手段
としては皆にとって最悪のものだと
理解するよう全力を尽くしなさいと
呼びかけたいのです。戦争は誰にも
何の善ももたらしません。一見勝利
者と思われる人々にさえです。私た
ちはこのヨーロッパで起こった二つ
の世界戦争を通してそのことを十分
知っています。すべての人が必要と
しているのは平和です。レバノンに
は大きなキリスト教共同体がありま
す。アラブ人たちの中にもキリスト
教徒たちがいます。イスラエルにも
キリスト教徒がいます。全世界のキ
リスト教徒が私に皆にとって大切な
これらの国のために何かしなければ
なりません。共存しなければならな
いという唯一の解決策を理解させる
ための倫理的な力があります。私た



ちはこの力を動かしたく思っている
のです。一日も早く平和が回復し長
続きするよう政治家たちはその道を
見出さなければなりません。

問） ローマの司教として、教皇様は
聖ペトロの後継者です。聖ペトロの
職務は今日のこの時代にどのように
ふさわしく示すことができるでしょ
うか。聖ペトロの首位性と司教たち
の合議性の間の関係についてどのよ
うにお考えですか。

答） この関係の中には、緊張感と調
和が当然存在します。またそれはあ
るべきだとも言えましょう。多様性
と一致は絶えず新たに相互関係を見
出していかなければなりません。こ
の関係は世界の新しい状況に絶えず
順応していくべきです。今日、私た
ちはもうヨーロッパが主導的な役割
を持たない多くの文化の新しい調和
の中に生きています。様々な大陸に
おいてキリスト教共同体はそれぞれ



の色とも言える固有の重みを持ち始
めています。私たちはそれらからい
つも新しいことを学び取るべきで
す。このために私たちは様々な手段
を発展させてきました。いわゆる世
界の司教たちのローマ定期訪問「ア
ド・リミナ」です。これは今までも
常に存在しましたが、聖座の各部署
や私自身とよく話し合うために、今
日なおいっそう利用されるべきもの
です。すでにこれまでアフリカのほ
とんどすべての司教たちと、またア
ジアの多くの司教らと直接に話すこ
とができました。これから中央ヨー
ロッパの国々、ドイツやスイスなど
の司教たちがローマを訪れる予定
で、この機会を通し率直な意見の交
換をし、調和の取れた関係を築いて
いくことができるだろうと私は考え
ています。教会には他にも手段があ
ります。たとえばシノドス（世界代
表司教会議）や枢機卿会議などで
す。私はこれらも定期的に招集し、
もっと利用したいと思っています。



たとえ大きな問題提起がなくても、
様々な現実問題やまたその解決策な
どを一緒に探求していきたいと思っ
ています。教皇はいわゆる絶対君主
ではありませんが、キリストのみ声
に耳を傾けることにおいて全体を一
つにする者です。政治的な圧力から
まったく自由であるべきです。各国
独特の多くのキリスト教があるので
はなく、それらを超越しすべてを一
つにする多様性の一致の力が働くの
です。ですから、主のみ旨と時代の
要請に忠実に応えていくためにも、
聖ペトロの職務に対する深い内的な
一致が必要なのです。

問） 宗教改革の国としてプロテスタ
ント諸派の教会との関係も避けては
通れないと思います。エキュメニカ
ル問題は非常にデリケートな問題で
あって、絶えず新たな困難に遭遇し
ています。プロテスタント教会との
関係を改善していくために、どのよ



うな可能性、またこの先どのような
困難を教皇様は見ておられますか。

答） まず、第一にプロテスタント教
会と一言で言っても、プロテスタン
ト教会はそれほど単純なものではな
く、様々だと言うのは大切なことだ
と思います。間違っていなければ、
ドイツには三派の大きなプロテスタ
ント教会共同体があるといえます。
ルーテル教会、改革教会、プロイセ
ン統一教会です。その他にも今日い
わゆる自由教会という多くの教会が
生まれています。また、伝統的な教
会の内部でも様々な新しい運動が沸
き起こっています。ですから、プロ
テスタント教会といっても様々な多
様性を持つ教会です。その多様性を
尊重しつつ、対話を進め協力するこ
とを希望しています。まず、第一に
しなければならないのは、現代社会
において皆が一致して主要な倫理的
方針を明確にし、実践するよう努力
することだと思います。こうして社



会の倫理的良心を保証することで
す。これなしでは政治の目的、すな
わちすべての人々のための正義、共
存、平和も達成することはできませ
ん。この意味では、私たちはもうか
なりよい段階に達していると思いま
す。すでに大きな倫理問題に関して
は、キリスト教的・根本的な共通理
解を共有していると思います。もち
ろん、それは神を見出すのが困難に
なっている世界にあって神を明かし
すること、すでに言ったようにイエ
ス・キリストのみ顔の中に神を見え
るようにすることであり、倫理のよ
りどころとなる源泉に人々を導くこ
と、さらに、私たちはこの世では多
くの人々との関わりの中に生きてい
るのですから、人々に喜びを提供す
ることです。ただこうすることに
よってはじめて、進化の途上での失
敗作ではなく、神の似姿である人間
の偉大さを前にして、大きな喜びが
生まれるのです。私たちは二つの面
を同時に意識していなければなりま



せん。一つは偉大な倫理的な原理で
あり、もう一つは神の現存、具体的
な神の現存です。もし、私たちがそ
れぞれの思いのままに、ばらばらに
ではなく、絶えず最も深いところに
ある土台から出発してその信仰を生
きるよう努めるなら、外的な一致は
すぐには達成できないとしても、
きっと内的な一致は熟していくで
しょう。そして、もし神がお望みに
なるなら、いつの日か外的にも一致
が実現することでしょう。

問） 約一ヶ月前、教皇様はバレンシ
アでの世界家庭大会に出席されまし
た。注意深く教皇様の言葉に耳を傾
けていた人々はすぐに気がついたの
ですが、教皇様はこの大会中一回も
「同性愛結婚」とか「妊娠中絶」
「避妊」というようなことについて
お話になりませんでした。これは多
くの人にとって大変興味引くことで
した。もちろん教皇様の意向は信仰
を告げることであって、「倫理の使



徒」として世界をめぐることではあ
りません。これに関してどうお考え
ですか。

答） もちろんその通りです。まず
言っておく必要があると思います
が、この大会中、私の話のために与
えられた場面は二回、両方あわせて
20分だけでした。これほど少ししか
話す時間のない人が、最初からいき
なり「だめ」というような話ができ
るでしょうか。まず、第一に何が必
要かを知るべきではないでしょう
か。そうではありませんか。キリス
ト教、カトリックは禁止事項の総体
ではなく、それは積極的な選択なの
です。このことは新たに強調する必
要があります。なぜなら、今日この
ような意識は完全に消滅してしまっ
ているからです。してはいけないこ
とばかりが、しばしば強調されてき
ました。しかし、私たちにはしなけ
ればならない積極的なアイデアもた
くさんあるのです。男性と女性は互



いのためにできています。性欲、エ
ロス、アガペという段階は愛の次元
を示し、この成長の過程は、まず幸
福と祝福に満ちた男女の出合いとし
ての結婚、やがては世代間の共同体
を保証する家族となり、ここでは異
なる世代が信頼し合い、文化の出会
いも行なわれるのです。何よりも、
私たちがこうありたいと望むことを
強調すべきです。また、ここでは私
たちがなぜあることを望まないのか
というのも見えてきます。人類が生
き続けていくために、男女が互いの
ために創られているということは、
カトリック教会がわざわざ考え出し
たことでなく、誰もが知っているこ
とで、それを改めて見つめ考えてい
く必要があると思います。堕胎につ
いては、十戒の６番目ではなく５番
目「殺してはならない」にあるとお
りです。これを私たちは明らかな前
提として、常に主張しなければなり
ません。人間は母の胎内から始ま
り、最後の息を引き取るまで人間で



あり続けます。人間は常に人間とし
て尊重されるべきです。これらのこ
とは、最初にポジティブな話をする
ことで、さらに理解しやすくなるも
のです。

問） 先ほどの質問と関連することで
すが、全世界で信者たちはカトリッ
ク教会がエイズや人口過剰などの急
を要する世界的問題に対応してくれ
ることを望んでいます。なぜカト
リック教会は、アフリカ大陸など、
人類の重大な問題に対し具体的な解
決を試みるより、倫理に非常にこだ
わるのでしょうか。

答） すでにこれが問題です。私たち
は本当に倫理に凝り固まっているの
でしょうか。私はアフリカの司教た
ちと対話する中でますます確信して
いるのですが、この分野で私たちが
前進したいとするなら、根本的な問
題は教育、育成であるということで
す。発展は人間に役立ち、人間自身



も成長してこそ、真の発展と言えま
す。それは技術力だけでなく、倫理
的な能力の成長も伴っていなくては
なりません。私たちの歴史的状況の
真の問題は、技術力の信じがたいほ
どの急速な発展に対し、私たちの倫
理的な能力の成長がつりあっていな
いということです。それゆえに、人
間形成こそは本当に必要な処方箋で
あり、すべての鍵とも言え、また私
たちがとるべき道でもあるのです。
この形成には簡単に言って２つの側
面があります。まず、第一に学習
し、知識、能力、すなわちノウハウ
を身につけなければなりません。こ
の面では、ヨーロッパ、またここ数
十年のアメリカは大きな進歩をとげ
ましたし、それは重要なことと言え
ます。しかし、ノウハウだけを広
め、どうやって機械を作りどのよう
にそれを使うかだけを教えるとした
ら、しまいには再び戦争やエイズの
ような伝染病を見出すことになって
も、驚くには値しません。なぜな



ら、私たちには２つの面が必要だか
らです。ここでいわゆる心の形成と
でも言うべきものが必要となってき
ます。そして、人間はこれを通して
基準を獲得し、正しく技術を利用す
ることを学ぶのです。これが私たち
のしようとしていることです。アフ
リカ全土やアジアの多くの国々に、
私たちはあらゆるレベルの学校網を
持っています。そこでは、まず勉強
し、真の知識、職業能力を身につ
け、独立と自由を得ることができま
す。しかし、これらの学校におい
て、私たちはただノウハウを伝える
だけはありません。ここでは同時
に、和解を望み、破壊するのではな
く構築すべきだということを知り、
共存を可能とするのに必要な基準を
持つ人間を育成するのです。アフリ
カの大部分では、イスラム教徒とキ
リスト教徒の関係は模範的なもので
す。司教たちは、対立した状況の中
でいかに平和を作り出すかを考える
ための共同委員会をイスラム関係者



たちと作りました。この学校網と学
習、人間形成は、遠くの村々まで張
り巡らされている病院や支援施設網
と同様に大切なものです。そして、
多くの場所において、教会は戦争に
よるあらゆる破壊を経た後で残って
いる唯一の力なのです。これは現実
です。治療施設では、エイズ治療も
行い、その一方で、他の人々との正
しい関係を築くための教育も行なう
のです。様々な角度からの育成が補
い合い、こうして暴力や、マラリ
ア・結核などをも含む伝染病に打ち
勝つことができるよう、まさにアフ
リカにおいて多くの仕事が行われて
いるのです。

問） キリスト教はヨーロッパから全
世界に広がりました。現在、多くの
人々が教会の未来は他の大陸にある
と考えています。それは本当でしょ
うか。別の言い方をするなら、ヨー
ロッパのキリスト教にはどのような
未来があるのでしょうか。ここでキ



リスト教は少数の人々の個人的なも
のに縮小されているかのように見受
けられるのですが。

答） 最初に言っておきたいことです
が、ご存知のとおりキリスト教は実
際には近東で始まったものです。そ
の主要な発展は長い間そこで成し遂
げられ、イスラム教による変化がも
たらされた後の時代の私たちが想像
するより、もっとずっとアジアにキ
リスト教は広がっていたのです。別
の意味では、まさにそれゆえにキリ
スト教の中心軸は多少ヨーロッパ寄
りに移ったのです。ヨーロッパでキ
リスト教は学究・文化の面において
も発展しました。東方のキリスト教
徒を思い起こす上で重要なのは、周
囲の状況との関係において常に少数
派とはいえ重要な位置を占めてきた
キリスト教徒たちが、現在外に流出
しているという危険です。キリスト
教の起源といわれる地にキリスト教
徒がいなくなるのは、大きな危機で



す。私たちは彼らがそこに残れるよ
うにもっと助ける必要があると思い
ます。さて、質問に戻りましょう。
ヨーロッパはもちろんキリスト教と
その宣教運動の中心となりました。
今日、世界の歴史の中には、他の大
陸、他の文化が同じ重みをもって
入ってきます。こうして、教会の声
の数が増えていくのはよいことで
す。アフリカ、アジア、アメリカ、
特にラテンアメリカなど、それぞれ
の気質や賜物を表現できるのはよい
ことです。当然、誰もがキリスト教
の言葉だけでなく、現代世界の世俗
的メッセージにも触れており、私た
ち自身が経験したような骨の折れる
試練も背負っています。他の大陸の
司教たちは皆言います。「たとえ、
ヨーロッパが一つのもっと大きなも
のの一部に過ぎなくとも、私たちに
はまだヨーロッパが必要だ」と。私
たちは、いまだに自分たちの経験、
科学技術や、典礼、伝統、エキュメ
ニズムなど、積み重なった様々な経



験から来る責任を負っているので
す。これらはすべて、他の大陸に
とっても重要なものです。ですか
ら、こうした意見に負けて、自分た
ちを哀れに思いながら「ほら、私た
ちはただの少数派なのだから、せめ
てこのわずかな数だけは守りましょ
う」などと思わないことです。むし
ろ、生き生きとした躍動力を保ち、
相互に受け与え合う関係を開かなく
てはなりません。こうすることで私
たちにも新しい力が与えられるので
す。今日、ヨーロッパにはインド人
やアフリカ人の司祭がいます。カナ
ダでも、多くのアフリカ人司祭がと
てもよい仕事をしています。これこ
そ、互いに与え合い、受け取り合う
ということです。もし、将来私たち
がもっと多く受け取るなら、私たち
もまた、勇気とさらなる躍動をもっ
て、与え続けなくてはなりません。

問） すでに少し触れた話題ですが、
政治や科学をめぐる重要な選択にお



いて、現代社会がキリスト教や教会
の価値観に方向づけることはなく、
世論調査からもわかるように、教会
の声は警告的なもの、あるいは足を
引っ張るものと捉えられているよう
です。教会はこうした保守的な立場
から、未来とその構築のためにもっ
と前向きな態度を取るべきではない
でしょうか。

答） どのような場合にも、私たちの
すべきことは、こうあって欲しいと
いうポジティブなことがらに光をあ
てることではないでしょうか。これ
を私たちは特に文化的・宗教的対話
の中でしなければならないと思って
います。前にも触れましたが、アフ
リカ大陸において、アフリカの精神
は、またアジアの精神は私たちの論
理性の冷たさに怖れをなしているよ
うに見えます。重要のなのは、私た
ちはそれだけではないということを
彼らにわかってもらうことです。ま
た、同時に、世俗的な現代世界に対



し、キリスト教信仰はさまたげでは
なく、他の世界との対話の架け橋で
あることに気づいてもらうことで
す。純粋に理性的な文化が、その寛
容さゆえに、他の宗教へのアプロー
チを容易にするというのはおかしな
話です。そこには、大抵、入って行
きたい世界に対する接続点ともいえ
る宗教的中身が欠けているのです。
ですから、私たちはこの新しい多様
的文化に対して、神から切り離され
た純粋な理性だけでは十分でなく、
神が理性と調和するもっと広い理性
が必要なことを示して見せるべきで
す。そして、ヨーロッパで発展した
キリスト教は、体系的で理解しうる
方法をも持って、理性と文化を結合
したことを知らなくてはなりませ
ん。私たちが持つこのみ言葉は、い
わゆるがらくたに属するのではな
く、まさに今日必要とされるものな
のだということを示すという意味
で、我々は大きな課題を背負ってい
ると思います。



問） 教皇様のご旅行についてお話し
しましょう。教皇様はバチカンにい
らっしゃるので、人や世間から多少
隔離されざるを得ないと思います
し、この素晴らしいカステルガンド
ルフォにおいてもそうではないかと
思うのです。教皇様はもうすぐ80歳
になられます。教皇様は、神の助け
をもってこれからもたくさんご旅行
できるとお思いになりますか。なさ
りたいご旅行の計画はありますか。
聖地、ブラジルについてのご予定は
すでにおありですか。

答） 本当を言えば、私はそれほど孤
独ではないということです。もちろ
ん、人の行き来を難しくする「壁」
はありますが、まず何よりも教皇公
邸付きの職員たちがいますし、特に
ローマにいる時は毎日いろいろな訪
問客があります。司教たちがやって
きますし、他の人たち、例えば国家
元首らの公式訪問がありますし、ま
た政治問題以外にも個人的に私と話



したい要人たちもいます。ありがた
いことに、こうした意味でいろいろ
な出会いが次々と与えられます。そ
れにペトロの後継者の座が人々の出
会いの場となるのは素晴らしいこと
だと思いませんか。ヨハネ23世の時
代から、教皇の出会いの場は別の方
向にも移りました。教皇たちが外に
出かけるようになったのです。私は
大きい旅行で予定表をいっぱいにす
るほどの体力があるとは思いません
が、メッセージを伝えたい所、それ
に本当に答えてくれる所には、私の
体力に可能な「手加減」を加えた上
で、ぜひ訪問したいと思っていま
す。すでに予定されているものもあ
ります。来年、ブラジルでラテンア
メリカ司教評議会の会合があります
が、これは今まさにラテンアメリカ
が置かれた状況において重要な機会
になると思います。また、聖地も訪
問したいと思います。平和な時代に
訪問できることを願っています。そ



して、あとは神の御摂理におまかせ
しましょう。

問） もう少しこの話題についていい
でしょうか。オーストリアの人々も
またドイツ語を話します。彼らは教
皇様をマリアツェルでお待ちしてい
るそうですが。

答） そう、それについては了解して
います。私は、多少軽い気持ちで、
単純に約束しました。それは私がと
ても気に入った場所だったので、私
は「オーストリアの偉大なる母のも
とに戻りたいものです」と言ったの
です。当然、それは約束となりまし
た。私はその約束を喜んで果たした
いと思います。

問） 私は教皇様が毎水曜日に一般謁
見を行なわれるのを見て感嘆する者
です。そこには５万人もの巡礼者が
やってきます。それは、とても疲れ
ることだと思うのですが、教皇様は
耐えられるのでしょうか？



答） 耐えられます。優しい神様が私
に必要な力をくださいます。それに
温かい歓迎を見ると、おのずと励ま
されるものです。

問） 教皇様はさきほど、多少軽い気
持ちで約束されたという話をされま
したが、これは教皇職の役務にも、
その様々な制約にもかかわらず、ご
自分の自発性を失われないというこ
とでしょうか。

答） どのような場合でもそうであろ
うとします。ものごとに枠がある以
上は、そこで何らかの個人的なもの
を守り、実現したいと思います。

問） カトリック教会で女性は様々な
役割において大変活発です。女性た
ちの貢献は、教会のもっと高い役職
をも含め、もっとはっきりと目に見
えるものになっていくべきではない
でしょうか。



答） このテーマについてはもちろん
多くの考察がなされています。ご存
知のとおり、私たちの信仰は、使徒
団の構成上、女性を司祭に叙階する
ことを認めていません。しかし、教
会において役割を得る唯一の可能性
が司祭になることだと考える必要は
ありません。教会の歴史には実に多
くの役割や役務があります。教父た
ちの時代に始まって、中世から現代
に至るまで、偉大な女性たちが決定
的な役割を果たしています。教皇や
司教たちに強力に意見したビンゲン
のヒルデガルドを思い出しましょ
う。シエナのカタリナやスウェーデ
ンのビルジッタもいます。このよう
に現代においても、女性たちは、そ
して女性たちと共に私たちもまた、
彼女たちにふさわしい役割を見つけ
るよう努力しなければなりません。
現に、今日、教皇庁の官庁の中にも
多くの女性がいます。しかし、教会
法上の問題もあることも確かです。
その意味では限界があっても、何よ



りも女性たち自身が、その情熱と
力、その優れた特質、特にその「霊
的な力」ともいえる能力をもって、
自分たちの役割を見出していくこと
でしょう。女性たちの活躍を妨げる
ことがないよう、私たちは神に耳を
傾けなくてはなりません。そして、
むしろ、聖母マリアや、マグダラの
マリアに始まり、教会の中で実に効
果的で有益な役割を女性たちが負う
ことを喜びたいと思います。

問） ごく最近になって、カトリック
教会の新たな魅力が語られるように
なりました。この大変に古い組織は
未来においてどのような生命力や能
力を持っているのでしょうか。

答） ヨハネ・パウロ２世の在位期間
全体が、すでに人々の関心を引き、
人々をひとつにまとめていたと言え
ましょう。ヨハネ・パウロ２世の死
をめぐって起きた様々なことは、歴
史的に何か特別なものがありまし



た。実に何万という人々が整然と聖
ペトロ広場に向かい、何時間にもわ
たり立ったままでいました。それは
倒れても不思議ではない状態だった
にもかかわらず、皆、内側からの力
に支えられて耐えていたのです。そ
して、私の教皇職の開始があり、ケ
ルン司牧訪問がありました。共同体
的な体験が、同時に信仰の体験にな
るというのは素晴らしいことです。
その共同体的体験が、単にどこかの
場所というのではなく、まさに信仰
の場所になる時、その体験はさらに
生き生きとしたものとなり、カト
リック教会に強い輝きを与えるので
す。もちろん、こうした躍動は日常
生活の中にも続かなくてはなりませ
ん。ある意味で、大きな機会に参加
してそこにいることは素晴らしいこ
とです。そこに主が現存され、すべ
ての境界を乗り越えて皆で調和した
大きな共同体を形成するのです。当
然、日常生活の容易でない巡礼に耐
えるだけの力をそこから汲み上げる



必要もあります。そして、これらの
輝ける体験から出発して生活し、そ
れを指標としつつ、この旅する共同
体に他の人々も加わるようにと招け
るようでなくてはなりません。ここ
で、この機会を借りて言いたいこと
があります。私のドイツ訪問に対し
て皆さんが準備してくださったすべ
てのことに、顔が赤くなるのを感じ
ます。私の家は新しく色が塗られま
した。ある職業訓練校が、塀を直し
てくれました。福音教会の宗教の教
授が、家の塀の修理に協力してくだ
さいました。これはほんの一部です
が、なされた多くのことを表すしる
しです。私はこれらを素晴らしいこ
とだと思います。これは私のことを
言っているのではなく、信仰に基づ
くこの共同体の力、すべての人のた
めに奉仕したいというその意思の素
晴らしさを言っているのです。連帯
を表すこと、主から導かれるままに
いること、これは感動的なことで、



それゆえに心から感謝したいと思い
ます。

問） 教皇様は、先ほど共同体的体験
についてお話しになりました。今
回、教皇様は選出後、２回目のドイ
ツ訪問をされます。世界青年の日大
会、またおそらくサッカーＷ杯に向
かう中で、ドイツの雰囲気はある意
味で変わったといえます。ドイツ人
はもっと世界に対して開放的にな
り、より寛大、より陽気になったと
いう印象があります。教皇様は私た
ちドイツ人にこの先どのようなこと
を願われますか。

答） もちろん、第２次世界大戦後か
らすでに、ドイツ社会、またドイツ
人のメンタリティーの内的変化は始
まったと言えます。それは東西の統
一でさらに強められました。私たち
は国際社会にもっと深く組み込まれ
ていて、それはまた国際社会のメン
タリティーの変化でもあるのです。



こうして、ドイツ人の性格の最初は
知られていなかった部分にも光があ
てられるようになりました。たぶ
ん、私たちはいつでも皆が皆、規律
正しい控えめな性格として描かれ過
ぎていたのでしょうし、それにはあ
る種の根拠がないこともありませ
ん。でも、今、皆がそれを前より良
く見てくれるとしたら、それは素晴
らしいと思います。ドイツ人は慎重
で、時間に正確で、規律正しいだけ
ではなくて、自然で、陽気で、歓待
する人々でもあるのです。これはと
ても素晴らしいことです。この良い
ところをさらに成長させ、キリスト
教信仰からも活力と耐久性を得て欲
しいと、私は願っています。

問） 前教皇ヨハネ・パウロ２世は、
大変多くのキリスト者を福者と聖人
として宣言されました。それは少し
多すぎるのではないかと考える人た
ちがいたほどです。私の質問したい
のはここです。列聖・列福は、これ



らの人物が真の模範だと考えられて
こそ、教会に何か新しいものをもた
らします。ドイツは他の国々に比べ
ると、聖人・福者をあまり輩出して
いないと思います。この司牧的側面
を発展させるために何かできるで
しょうか。また、なぜ列福・列聖の
必要性が真の司牧的実りにつながる
のでしょうか。

答） 最初は、私も多数の列福が私た
ちを押しつぶすのではないかと考
え、私たちの意識によりはっきりと
印象づける人物を、もっと選択する
必要があると多少考えていました。
そのうちに私は、その福者にゆかり
のある土地において、福者の人とな
りが毎回はっきりとわかるように
と、列福式を各地方に分散させまし
た。たぶん、グアテマラの聖人はド
イツ人にはあまり関心がなく、逆に
アルトエッティングの聖人は、ロス
アンジェルスでは興味をもたれない
という風ではないでしょうか。ま



た、私は列福式を地方で行なうこと
は、司教団の合議性にも適合するも
のであるし、様々な国の福者に光を
あて、それが特にその国における司
牧に効果的であるという意味でいい
ことだと思います。地方で行なわれ
るこれらの列福式に非常に多くの
人々が参加するのを私は見ました。
人々は「とうとう、私たちから福者
が出た」と言い、彼のところへ行
き、そこで信仰の光を得るのです。
福者は彼らのものであり、私たちは
それが多くいることを嬉しく思いま
す。そして、国際社会の発達によっ
て、彼らだけでなく、私たちもま
た、これらの福者たちをより良く知
ることができるようになれば、それ
は素晴らしいことです。ここにおい
ても重要なのはその多様性であり、
私たちドイツ人も自分たちの福者を
よく知り、彼らについて喜ぶべきで
す。列福式の近くにはさらに偉大な
聖人たちの列聖式もあります。これ
は教会全体に光をあてるものです。



私は思うに、各司教協議会はより良
い選択をし、何が自分たちに合って
いるのか、何を伝えたいのかを見き
わめて、これらの福者、それもあま
り多すぎてはいけませんが、彼らが
深い印象を残すように、その姿を
はっきりと浮かび上がらせなくては
なりません。それは、カテケーシス
の中でも、説教の中でも、たぶん映
画の中でも可能かもしれません。私
は素晴らしい映画を想像できます。
もちろん、私がよく知っているのは
教父たちだけですが。例えば、アウ
グスチヌスについての映画、また、
ナジアンズのグレゴリオの映画、彼
の特殊な生涯、次々にのしかかる大
きい責任から逃げようとする姿な
ど。いろいろ研究する必要がありま
す。今日の映画は不振な状況だけと
いうことはありません。その中には
素晴らしい歴史的人物も描かれてい
て、それは退屈どころか現代にも通
じるものです。ともかく、人々に必
要以上に詰め込むのではなく、現代



に通じ、共感を与える多くの人物に
光をあてることだと思います。

問） 歴史にはユーモアもあるので
しょうか。1989年、ミュンヘンにお
いて、教皇様はカール・ヴァレン
ティン・オールデン賞を受け取られ
ました。教皇としての生活の中で
ユーモア、軽さといったものはどう
いう役割を持っているのでしょう
か。

答） （笑いながら）私は次から次へ
と笑い話が頭に浮かんでくるような
人間ではありません。しかし、人生
のおもしろい面や、喜びに満ちた面
も見ることができるということ、す
べてをそれほど悲劇的に捉えないと
いうことは、とても大切だと思いま
すし、それは私の教皇職の中でも必
要なことだと思います。ある作家が
言っていましたが、天使たちが飛べ
るのは、彼らがそれほど思いつめな
いからだと。私たちもこだわりすぎ



なければ、たぶんもっと羽ばたける
のかもしれません。

問） 教皇職のような重要な仕事を担
う上で、人々から注目されることも
多くなると思います。皆、教皇様を
話題にしています。記事を読みなが
ら驚くのは、多くの人々が教皇ベネ
ディクトはラッツィンガー枢機卿と
は別の性格を持っていると言ってい
ることです。もし、可能なら、ご自
分についてどう思われているのかを
お聞かせください。

答） 私はすでに何度も区分されてき
ました。教授時代の初期、教授時代
の中期、そして枢機卿時代の最初の
頃と、後の頃という具合です。そし
てまた新たな区分が加わったわけで
す。当然、いろいろな責任を負う中
で、環境や状況、人々の影響も受け
ます。しかし、何といいますか、私
のパーソナリティー、そして私の基
本的なものの見方は成長したとして



も、すべての本質的なものはまった
くこれまでどおりです。これまであ
まり知られていなかった面も今注目
してもらえるようになったというの
は嬉しいことです。

問） 教皇様の任務はお好きですか、
重荷ではありませんか？

答） 重荷というのは少し言い過ぎか
もしれません。なぜなら、実際それ
は大変なことなのですが、いずれに
せよ私はここにも喜びを見出そうと
するからです。

記者代表 : 私の同僚たちをも代表し
て、このインタビューに心から感謝
を表します。私たちはドイツ・バイ
エルンへの教皇様のご訪問を歓迎し
ます。またお会いいたしましょう。
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